
 

 

大崎市民病院を受診された患者さんへ 

当院では下記の研究を実施しております。 

この研究の対象者に該当する可能性のある方で，診療情報等を研究目的に利用または提供することを

希望されない場合は，下記の問合せ先にお問い合わせください。 

情報の利用停止を希望された場合でも，治療に影響が出ることはございませんので，安心してお申し

出ください。 

 

 No.637   

 

研究課題名 

 

筋層非浸潤性膀胱がんの最適な管理方法の開発に関する後ろ向き研

究 

 

当院の研究責任者 

 

所 属 ： 泌尿器科 

氏 名 ： 池田 義弘 

他の研究機関および 

各施設の研究責任者 
東北大学病院 泌尿器科 佐藤 琢磨 

 

本研究の目的 

 

筋層非浸潤性膀胱がんの術後5年以内の再発率は50-60％と高く、

時に進行癌に伸展するリスクがある。現在最も利用されている EAU

ガイドラインにはリスク分類の妥当性や、推奨される補助療法につい

て問題点が指摘されている。本研究では、1)実臨床において実際に

どのような症例に術後の補助療法が施行されているのか、および 2)

その治療効果、を調査する。また、3)再発および進展リスクとなる

因子を解析し、特に症例の不均一性が高いといわれている中リスクに

ついてより適切な管理方法の提案を目指す。 

 

調査データ 

該当期間 

 

西暦 2009年 1月 1日 ～ 西暦 2017年 3月 31日 

 

研究の方法 

（使用する試料等） 

後ろ向きコホート研究。東北大学病院泌尿器科および関連病院で

TURBTを施行された症例データを集積し、再発、進展の有無と関連

する因子の解析をロジスティック回帰分析を用いて行う。 

（研究実施期間 2019年 12月 ～ 2022年 3月） 

 

使用する試料等 

 

膀胱がんの再発、進展に関連する因子（性別、年齢、喫煙歴、病理組

織学的因子、再発の頻度、以前の治療歴）、術後補助療法の有無、治

療効果、治療期間、副作用の有無などの情報 

様式７ 



 

 

試料情報の他の研究機関 

への提供および提供方法 
直接手渡し 

 

個人情報の取り扱い 

 

連結可能匿名化 

 

本研究の資金源（利益相反） 

 

なし 

 

お問い合わせ先 

（照会先および研究への利用

を拒否する場合の連絡先） 

 

住所：大崎市古川穂波三丁目８番１号 

電話： 0229-23-3311  

研究責任者 大崎市民病院 泌尿器科 池田 義弘  

 

備考 

 

 

 

 

 

 


